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研究成果の概要（和文）：がん治療に伴う外見変化に関する患者支援が求められている。研究者らは、平成21-23年度
研究（基盤C）を基に、4段階の外見関連の患者支援プログラムを開発した。
継続して平成24-26年度は、研究Ⅰ：情報提供を中心とした外見関連プログラムの有用性に関する研究として、当該プ
ログラムの効果を多面的に検証するとともに、その推進役となる医療者への効果的な研修試案の作成を目指して、研究
Ⅱ：医療者教育研修プログラムの開発とその有用性に関する研究を行った。患者支援プログラムは、患者の感情状態を
改善させ有用であるとともに、それを実施する医療者の成長も促進した。
今後、この研究の成果を全国に普及する予定である。

研究成果の概要（英文）：It is necessary to support cancer patients undergoing treatment-induced changes 
in physical appearance. The researchers developed an appearance-related support program consists of four 
phases based on the studies from 2009 to 2011.
From 2012 to 2014, the study titled “Study 1: a study of the effectiveness of the appearance-related 
program focusing on information provision” was conducted to investigate the multifaceted effect of the 
program. It was shown that the support program was effective as well as it enhanced professional growth 
of medical stuffs. In addition, establishing an effective education system for medical stuffs to provide 
the patient-support program, we conducted a study called “Study 2: the development of the 
appearance-care educational training system and the examination of its effect.” We are planning to 
spread the findings of the research nationwide.
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１．研究開始当初の背景 
 
癌治療に伴う外見の変化を支援すること

は、患者の QOL を向上させるだけでなく、
治療継続や社会復帰の促進に繋るため重要
である。筆者らが 2009 年に実施した 700 名
に対する調査では、97.4%の患者が外見の変
化とケアの情報は病院で与えられるべきだ
と答えており、外見支援のニーズは極めて高
かった。 Pelusi(2006)も、エビデンスに基
づいた「治療中、治療後に、自尊心とボディ
イメージに対する前向きな姿勢を与え、伸ば
す介入方法の開発」が有用だと提言している。 
そこで、筆者らは、平成 21～23 年度の基

礎研究（基盤研究 C）から得られた知見を基
に、医療現場、とりわけ専門的ながん治療施
設で行われるべき、4 段階の外見関連患者サ
ポートプログラム（がんセンターモデル：下
図）を完成させた。がん患者は、女性のみな
らず男性や小児もおり、必要な支援もさまざ
まであるため、患者のニーズに応じた段階的
なサポートプログラムとなっている。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
しかし、「がんセンターモデル」を４つの

レベルに分けた場合、すべてにエビデンスが
あるわけではない。美容の専門家による個別
ケアやグループ指導（第 3・4 段階）につい
ては、すでに複数の研究で患者の QOL を向
上させることが確認されている。また、イン
ターネットや冊子を用いた（第 1 段階）につ
いても、最低限は「有害事象に対する対策は
医療者の説明義務の範囲内」として実行され
ており、それ以外の取り組みについても有用
性に関する報告がなされている。そこで本研
究は、唯一明確になっていない医療者が実施
可能な情報提供を中心としたグループ形式
の支援プログラム（第２段階：以下、支援プ
ログラムとする）の有用性を明らかにする。 
今後、ますます、働きながら治療を行う患

者が増えると予想されている。患者のサバイ
バーシップ充実に向けて、この支援プログラ
ムの有用性を多面的に検証し、医療現場で発
信することが求められる。 
 
 
 

２．研究の目的 
 
 平成 24-26 年度は、平成 21-23 年度の継続
研究として、支援プログラムの効果を多面的
に検証するとともに、将来、その担い手とな
る医療者への効果的な研修試案の作成を目
指す。 
具体的には、複数の研究から構成される研

究Ⅰ①②、研究Ⅱ①②③を行う。 
 
（１）研究Ⅰ：情報提供を中心とした外見関
連プログラムの有用性に関する研究 
 
①研究：インタビューをもとに、患者自身の
外見変化への対処行動を明らかにする。必要
であれば支援プログラムの内容を修正する。 
 
②研究：支援プログラムが患者の心理的
well-being を含む QOL に及ぼす影響を検討
する。 
 
（２）研究Ⅱ：医療者教育研修プログラムの
開発とその有用性に関する研究 
 
①研究：医療者による外見支援の意義を理解
するための教育研修プログラム（以下、研修
プログラムとする）「基礎編」を開発して医
療者に実施し、評価する。研修の目標は、ア
ピアランスケア（以下、外見ケアとする）の
理念と基礎的な知識の習得である。 
 
②研究：研修プログラム「応用編」を開発し
て医療者に実施し、評価する。研修の目標は、
外見ケアの理念のもとに、患者との一対一対
応を可能にする知識及び基本的技術を習得
し、多職種との連携や情報を吟味する視点を
醸成することである。 
 
③研究：医療者が患者に支援プログラムを実
施して行くことが、医療者自身にどのような
影響を及ぼすのか、検証する。 
 
 
３．研究の方法 
 
（１）研究Ⅰ：情報提供を中心とした外見関
連プログラムの有用性に関する研究 
 
①研究（平成 24 年度）：がん専門病院に通院
する女性乳がん患者 23 名（平均 48.7 歳）に
半構造化面接を実施し、そこで得たデータを
元に外見変化への対処行動に焦点をあて質
的帰納的な分析を行った。 
 
②研究（平成 25-26 年度）：がん専門病院の
乳腺科又は婦人科に通院中で初めて化学療
法を受ける女性患者(20-70 歳)を、介入群 29
名(51.5 歳)・統制群 30名(52.4 歳)にランダ
ム化し、支援プログラムの心理的効果及び生
理的効果を測定した。測定ポイントは、1 回

医療者・美容専門家の教育
「社会に生きる」を支援

段階的患者サポートプログラム
＜がんセンターモデル＞

美容専門家がチームの一員として実施す
る、ベッドサイドや個別イベント対応

★ 医療者が実施する、情報提供
を中心としたグループプログラム

治療対象の全患者に
自動提供
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美容専門家が実施する、個別実技を中
心としたグループプログラム



目:プログラム開始前、2 回目:プログラム終
了後(統制群は 1回目測定より 60分経過後)、
3回目:初回測定より 3か月後。患者は、初回
測定より 1 週間以内に化学療法を開始した。 
この支援プログラムは、医療者が実施し、所
要時間は約 60 分。内容は 1)外見変化のプロ
セスと具体的対処法についての知識提供、2)
病気中心の生活を送らなければならない等
の思い込みから患者自身を解放するための
心理教育、3)"プチ変身タイム"等のレクリエ
ーション要素、から構成され、QOL の向上や
治療の継続、社会復帰の促進につながること
を意図して開発されている。 
 
（２）研究Ⅱ：医療者教育研修プログラムの
開発とその有用性に関する研究 
 
①研究（平成 24 年度）：2005 年より患者の外
見支援に取り組んできた医師・看護師・薬剤
師・心理士による多職種チームが、理論編と
技術編からなる計4時間の基礎研修プログラ
ムを作成した。2012 年 11 月、その基礎研修
プログラムを「医療者によるアピアランスケ
アの教育研修会：基礎編」として実施した。
研修案内をがん診療連携拠点病院395施設に
配布したところ、62 施設から参加の希望があ
った。100 名の定員に対して、180 名の応募
があった。実際に参加した 57施設の 92名（男
性 2、女性 90：年齢 24-67、平均 38.4 歳：医
師 1、看護師 89、その他 2：がん職務経験年
数 1-27、平均 10.3 年）に対して、質問紙を
用いて外見ケアの実施に関する自己効力感
12 項目や必要な基礎知識 20 項目の合計点を
測定し、参加前後の変化を比較した。 
 
②研究（平成 26 年度）：基礎研修終了後のア
ンケート結果を踏まえ、多職種チームは、理
論編と技術編からなる計7時間の応用研修プ
ログラム案を作成した。2014 年 11 月、応用
研修プログラムは、「医療者によるアピアラ
ンスケアの教育研修会：応用編」として実施
された。参加者は、2012 年又は 2013 年の基
礎研修の既修者（定員 80 名）である。全国
のがん診療連携拠点病院 56 施設より参加者
76 名（医師 1・看護師 72・助産師 2・心理士
1）欠席者 4名であった。 
 
③研究（平成 25 年度）：第 2段階の支援プロ
グラムを他施設に広めるため、九州地方のが
ん専門病院の看護師4名に対して特別研修を
継続的に行った。その際、支援プログラムを
新たに組織的に実施する際の医療現場の課
題と、看護師への影響を検討した。具体的に
は、教育連携のもと支援プログラムを開始し
た他院看護師 4名に対して、特別研修 3か月
後・6か月後に半構造的面接調査を行い IC レ
コーダーによる録音後、逐語録を作成し、KJ
法を参考にデータの分類・整理を行った。 
 
 

４．研究成果 
 
（１）研究Ⅰ：情報提供を中心とした外見関
連プログラムの有用性に関する研究 
 
①研究：患者の外見変化に対する対処行動の
プロセスが明らかになった。 
化学療法により生じた、患者の外見変化の体
験とその対処のプロセスは《他者との関係性
とそのフィードバックにより変化する》過程
であり、看護師を含めた他者の関わりが重要
性をもつことが明らかとなった。具体的には、
患者は化学療法開始前より【外見変化による
不安】をもつが、それは、[外見変化が死や
がんの象徴である]ことに由来している。治
療前の自分と異なる姿には、[ビジュアル
的・感覚的な自分への違和感から生じる自己
像のゆらぎ]をもつと同時に、[外見変化によ
る他者との関係性の変化への懸念]も生じる。
このような不安・懸念を生じさせる外見変化
に対して、患者は【外見変化への対処行動に
バリエーションをもたせる】形で対応してい
た。対処行動は[周囲の様子を観察しながら
調整]され、外見変化の不安や対応は【他者
との関係性の水準により不安の程度が変化
する】ことが明らかになった。 
 
②研究：支援プログラムの効果が明らかにな
った。まず、介入の前後で、群(参加者間条
件;介入群・統制群の 2水準)及び測定タイミ
ング(参加者内条件;1 回目・2回目の 2水準)
を独立変数、感情状態(POMS の 6 下位尺度)
と自己効力感(がん患者・外見の 2尺度)、唾
液コルチゾールを従属変数とした2要因分散
分析を行った。その結果、POMS の混乱下位尺
度以外の全得点において交互作用が有意で
あり(緊張不安 F(1、 41) = 5.42、 p<.05;
抑うつ落ち込み F(1、 39) = 7.13、 p<.01;
怒り敵意:F(1、40) = 6.87、 p<.05;活気 F(1、 
41) = 7.55、 p<.01;一般的自己効力感 F(1、
38) = 4.67、 p<.05;外見自己効力感 F(1、40) 
= 11．42、 p<.01)、介入群における測定タ
イミングの効果が有意であった。すなわち、
緊張不安・抑うつ落ち込み・怒り敵意・疲労
に関しては、介入群においてプログラム前よ
りも後の得点が低くなり、一方、活気・一般
的自己効力感・外見自己効力感に関しては、
介入群においてプログラム前よりも後の得
点が高くなっていた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

プログラム前後の感情状態および
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なお、唾液に関しては個人差が大きく、プ
ログラム前後の差はなかった。また、プログ
ラムの評価も平均 4.5 点（5 点満点）と高か
った。医療者による情報提供を中心とした介
入であっても、提供方法によっては、患者の
感情状態を改善し、がん患者としての自己効
力感を上昇させることで、闘病生活への対処
行動を変化させる可能性が示唆された。 
しかし、介入 3か月後の時点では、両群に

有意な差はみられなかった。統制群の患者も
その後何らかの支援を得て、外見の変化に充
分対処できた可能性がある。 
また、3 か月後の自己効力感の高さは、感

情状態の疲労 (r=-.424,p<.05)および混乱
(r=-.442,p<.05) 、 一 般 的 自 己 効 力 感 
(r=.476,p<.05) 、 外 見 自 己 効 力 感
(r=.450,p<.05)との相関が認められた。すな
わち、プログラム参加前の疲労や混乱を感じ
ていないほど、また一般的自己効力感や外見
自己効力感が高いほど、プログラム実施 3 か
月後の外見自己効力感は高くなっていた。こ
れは、プログラム開始前の心理的介入がプロ
グラムの有用性を高める可能性を示唆する
ものであるが、今回はサンプル数が少ないこ
とから、今後はより大きなサンプルを用いた
実証的検討が望まれる。 
 
（２）研究Ⅱ：医療者教育研修プログラムの
開発とその有用性に関する研究 
 
①研究：基礎編の研修プログラムが開発され、
試行された。基礎編研修会の終了後、参加者
の知識や自己効力感は有意に向上した（t
（86）=14.5、p＜0.00）。自己効力感の向上
は、積極的な行動変容に結びつくことが明ら
かになっており、基礎研修プログラムとして
は有益であると考えられる。また、患者心理
の体験を通して、医療者が行うべきアピアラ
ンスケアは、単純に表面を美しく整えるもの
ではないことの理解も深まり、研修会の総合
評価（平均 4.8 点：1-5 点評価）や継続研修
の希望（98%）も高かった。基礎編の研修プ
ログラムの有用性が示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②研究：応用編の研修プログラムが開発され、
試行された。研修会は高い総合評価（平均 4.9
点：1-5 点評価）を得、応用編の研修プログ

ラムの有用性が示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③研究：看護師（平均 30.7 歳）は、特別研
修プログラムの後、平均 5.2 回の自主練習を
行い、院内で支援プログラムを担当していた。
3 か月後と 6 か月後の調査において、そのイ
ンタビュー時間及び時間内の総発言件数は
等しかった。しかし、内容分析を行ったとこ
ろ、3か月後は「プレゼン方法」「美容的知識」
などの技術的側面が中心だったのに対して、
6か月後は「患者の気持ちを明るくする方法」
などのより心理的側面へと看護師の視点や
注意の比重が、変化していた。3 名の看護師
は、回数を重ねるごとに患者との親密度が増
し、通常の看護業務も円滑にいくという体験
をした。残された課題は、院内の認知度や新
たなスタッフ作り等運営面が中心であった。
支援プログラムの実施は、患者に良い影響を
与えるだけでなく、看護師自身の視野を広げ、
外見支援に限らない、看護全般において、コ
ミュニケーションの幅を広げることが示唆
された。 
 
（３）まとめ 
 
「外見関連患者サポートプログラムの有用
性の多面的検討に関する研究」においては、
医療者による情報提供プログラムにも、患者
のQOLを向上させる効果があることがわかっ
た。ただし、より長期的効果を得るためには、
さらに改良を行う必要がある。 
また、本研究により、医療者による外見ケア
の実施に必要な、知識及び技術を習得するた
めの教育研修プログラム「基礎編」「応用編」
が開発された。外見のケアに関わることは、
患者の支援に繋がるだけでなく、医療者の職
業的成長にも結び付く可能性も示唆された。 
今後、この医療者による外見ケアを広めて行
くことは、がん医療の均てん化にも資するも
のであり、社会的貢献度は高いものと考える。 
 
 
 
 
 
 
 

体験しよう！アピアランスケア：
がん患者の外見ケアに関する教育研修・基礎編

日時：平成24年11月23日、13時～17時
研修の目標：アピアランスケアの理念と

基本的な知識を習得する。

講義
1. はじめに
2. アピアランスケアに関する内外のエビデンス
3. 外見変化の心理社会的影響とアピアランスケアの意義
4. 中央病院でのアピアランスケアの導入から発展

実技
1. 体験してみよう！アピアランスケア

始めてみよう！アピアランスケア：
がん患者の外見ケアに関する教育研修・応用編

日時：平成24年11月23日、平成25年12月22日 10時～17時
研修の目標：アピアランスケアの理念のもとに、患者さんに対応

できる知識と基本的な技術を習得し、他職種との

連携や情報を吟味する視点を醸成する。

はじめに

アピアランスケアの意義現状の理解と今後にむけて

・アピアランスケアの実践①: ウィッグの基礎知識＆実習
・アピアランスケアの実践②: メイクアップの基礎知識＆実習
・アピアランスケアの実践③: その他の美容知識
・アピアランスケアの実践④: 美容専門家や企業との連携
・アピアランスケアにおける医療者の役割
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